職種：国際事業　　職務：国際（グローバル）経営管理

【概要】

　国際事業の企画及び推進に関する仕事。ただし、「貿易」は含まない。

【仕事の内容】

　国際（グローバル）経営管理の仕事は、事業のグローバル化に伴う海外向けの経営戦略の立案・実行や、海外現地法人等の設立、 運営等など海外業務の統括の仕事であり、概ね以下の業務に大別される。
①国際（グローバル）経営管理（グローバル経営戦略の策定・実行のほか、企業のグローバル化の進展に伴うリスク・マネジメント、製造物責任、環境問題への対応等の仕事）

②国際（グローバル）事業運営（海外現地法人、海外連絡事務所等の設置・運営など、海外での組織・事業の展開及び海外から国内への事業の展開・資本の導入等その統括の仕事（現地におけるグローバル人材の確保を含む））

上記のほか、国際人事・労務管理、国際法務、国際会計、国際税務、国際金融・財務管理、国際マーケティング、国際生産・ソーシング管理等の仕事も国際関係業務であるが、これらの仕事は人事部門、法務部門、経理部門などそれぞれの職能別組織で所管する場合が多い。ただし、国際（グローバル）経営管理の担当者には、これらの幅広い業務領域について概略を理解しておくことが求められる。

　

【求められる経験・能力】

（1） 新卒の場合、国際（グローバル）経営管理の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数は問われない場合が多い。ただし、経験者採用の場合には、一定の実務経験が要求される。新卒入社後直ちに国際部門に配属する企業もあるが、新卒配属は行わず、他部署で一定の実務経験を積んだのちに国際部門に配属する企業も少なくない。

（2） 仕事の性質上、外国語（特に英語）を用いて業務を遂行する機会が他部門に比べて多い。このため、国際（グローバル）経営管理に関する実務的・専門的な知識に加え、外国語によるコミュニケーション能力が求められる。同時に、国際交渉の場においては、 どの地域の仕事相手とも粘り強く話し合える交渉力も重要である。
（3） 国際（グローバル）経営管理の仕事を円滑に行うためには、単に語学ができるだけでは必ずしも十分とはいえず、宗教を含む異文化や他国の商習慣等を理解し、これを尊重しながら円滑に業務を遂行することが極めて重要である。
近年、 グローバル化の進行に伴い、海外事業の比率は年々増加しており、 グローバル経営に対応した人材の確保及び育成が企業の大きな課題となっている。
【関連する資格・検定等】

· 外国語に関する資格・検定〔TOEICテスト（財団法人国際ビジネスコミュニケーション
協会）、実用英語技能検定（財団法人日本英語検定協会）、国際連合公用語英語検定（財団法人国際連合協会）など多数〕
【厚生労働省職業分類（小分類）との対応】

　２５１　総務事務員　　２５３　企画・調査事務員


